
（
縦
覧
等
の
方
法
）

（
縦
覧
等
の
方
法
）

第
十
二
条

行
政
機
関
等
は
、
情
報
通
信
技
術
活
用

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
に
記
録

さ
れ
て
い
る
事
項
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
等

を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
項
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
、
行
政
機
関
等
の

事
務
所
に
備
え
置
く
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表

示
す
る
方
法
又
は
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い

る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
に
よ
る
方
法
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

第
九
条

行
政
機
関
等
は
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
に
記
録
さ

れ
て
い
る
事
項
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
等
を

行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
項
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
、
行
政
機
関
等
の
事
務

所
に
備
え
置
く
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表
示
す

る
方
法
又
は
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事

項
を
記
載
し
た
書
類
に
よ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

（
作
成
等
の
方
法
）

（
作
成
等
の
方
法
）

第
十
三
条

行
政
機
関
等
は
、
情
報
通
信
技
術
活
用

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
に
記
録

の
作
成
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
作
成

等
に
つ
き
書
面
等
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
事
項
を
行
政
機
関
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ

り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が

で
き
る
物
を
含
む
。）を
も
っ
て
調
製
す
る
方
法
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
条

行
政
機
関
等
は
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
に
記
録
の

作
成
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
作
成
等

に
つ
き
書
面
等
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
事
項
を
行
政
機
関
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
又

は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り

一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で

き
る
物
を
含
む
。）を
も
っ
て
調
製
す
る
方
法
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
作
成
等
に
係
る
署
名
等
に
代
わ
る
措
置
）

（
作
成
等
に
係
る
署
名
等
に
代
わ
る
措
置
）

第
十
四
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
九
条
第
三
項

に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
電
磁

的
記
録
に
よ
り
行
う
作
成
等
に
係
る
情
報
に
電
子

署
名
を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明

書
を
添
付
す
る
こ
と
又
は
暗
証
番
号
及
び
識
別
番

号
を
入
力
し
て
行
う
方
法
そ
の
他
の
当
該
情
報
に

つ
い
て
署
名
等
を
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者

の
氏
名
又
は
名
称
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

法
に
よ
り
行
う
こ
と
と
す
る
。

第
十
一
条

情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
六
条
第
三
項

に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
電
磁

的
記
録
に
よ
り
行
う
作
成
等
に
係
る
情
報
に
電
子

署
名
を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明

書
を
添
付
す
る
こ
と
又
は
暗
証
番
号
及
び
識
別
番

号
を
入
力
し
て
行
う
方
法
そ
の
他
の
当
該
情
報
に

つ
い
て
署
名
等
を
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者

の
氏
名
又
は
名
称
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

法
に
よ
り
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
雑
則
）

（
雑
則
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
六
条

国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
の
所
掌
す
る

手
続
等
に
関
す
る
第
六
条
第
一
項
第
四
号
及
び
前

条
（
第
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
の

例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
人
事
院
」
と
あ
る
の

は
、「
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
」
と
す
る
。

第
十
三
条

国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
の
所
掌
す
る

手
続
等
に
関
す
る
第
五
条
第
一
項
第
四
号
及
び
前

条
（
第
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
の

例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
人
事
院
」
と
あ
る
の

は
、「
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
規
則
二
一

〇

八

人
事
院
規
則
二
一

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
二
一

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
こ
れ
に

対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ

う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
官
民
人
事
交
流
法
の
対
象
と
す
る
法
人
）

（
官
民
人
事
交
流
法
の
対
象
と
す
る
法
人
）

第
四
条

官
民
人
事
交
流
法
第
二
条
第
二
項
第
四
号

の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る

法
人
と
す
る
。

第
四
条

官
民
人
事
交
流
法
第
二
条
第
二
項
第
四
号

の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る

法
人
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

農
林
中
央
金
庫

（
新
設
）

五
〜
十
三

（
略
）

四
〜
十
二

（
略
）

（
民
間
企
業
の
部
門
と
の
交
流
派
遣
の
制
限
）

（
民
間
企
業
の
部
門
と
の
交
流
派
遣
の
制
限
）

第
十
九
条

交
流
派
遣
を
し
よ
う
と
す
る
日
前
五
年

間
に
係
る
年
度
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お
い

て
、交
流
派
遣
予
定
職
員
の
派
遣
先
予
定
企
業（
第

四
条
第
五
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
人

に
限
る
。）に
、
そ
の
事
業
に
よ
る
収
益
の
主
た
る

部
分
を
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
二
十
五
条
、
第
三

十
一
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
四

十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て

「
国
等
の
事
務
又
は
事
業
の
実
施
等
」
と
い
う
。）

に
よ
っ
て
得
て
い
る
部
門
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
部
門
の
業
務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
に
当
該
派
遣

先
予
定
企
業
へ
の
交
流
派
遣
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

第
十
九
条

交
流
派
遣
を
し
よ
う
と
す
る
日
前
五
年

間
に
係
る
年
度
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お
い

て
、交
流
派
遣
予
定
職
員
の
派
遣
先
予
定
企
業（
第

四
条
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
人

に
限
る
。）に
、
そ
の
事
業
に
よ
る
収
益
の
主
た
る

部
分
を
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
二
十
五
条
、
第
三

十
一
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
四

十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て

「
国
等
の
事
務
又
は
事
業
の
実
施
等
」
と
い
う
。）

に
よ
っ
て
得
て
い
る
部
門
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
部
門
の
業
務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
に
当
該
派
遣

先
予
定
企
業
へ
の
交
流
派
遣
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
民
間
企
業
の
部
門
と
の
交
流
採
用
の
制
限
）

（
民
間
企
業
の
部
門
と
の
交
流
採
用
の
制
限
）

第
二
十
五
条

交
流
採
用
を
し
よ
う
と
す
る
日
前
五

年
間
に
係
る
年
度
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お

い
て
、
交
流
採
用
予
定
者
の
所
属
す
る
民
間
企
業

（
第
四
条
第
五
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る

第
二
十
五
条

交
流
採
用
を
し
よ
う
と
す
る
日
前
五

年
間
に
係
る
年
度
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お

い
て
、
交
流
採
用
予
定
者
の
所
属
す
る
民
間
企
業

（
第
四
条
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
に
基
づ

き
、
人
事
院
規
則
二
一

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定

す
る
。令

和
元
年
十
二
月
十
三
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み


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